                 平成＊＊年＊＊月＊＊日　

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　株式会社山田工業

　代表取締役　山田太郎　殿

　　　　　　　　東京都＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　田中商会株式会社

　　　　　　　　　代表取締役　田中五郎

　　　　　　　　　ご回答

拝啓、後記店舗について賃料減額請求のご通知を受領いたしましたので、次のとおり、回答をいたします。

１、後記店舗についての約定賃料・月額金＊＊円は、適正妥当なる額でありますので、貴社の減額請求には応じられません。したがって、従前どおり、月額金＊＊円の割合にて御送金のうえ御支払ください。貴社は平成＊＊年＊＊月分賃料として、金＊＊円しか支払っておりません。よって、直ちに不足額の金＊＊円を御支払ください。上記御支払いなき場合は、建物賃貸借契約第＊条に基づき、上記不足額に対し、年率＊＊％の割合による遅延損害金の支払を請求いたします。

２、更新料の２ヵ月分相当額を１ヵ月分に減額せよとのご請求も、これを拒否いたします。更新料は賃料の一部ではなく、契約更新に伴う独自の金銭の授受でありますから、賃料減額請求の対象とはならないものと思料いたします。

なお、当社は貴社より送金の金＊＊円を平成＊＊年＊＊月＊＊日分賃料・月額金＊＊円の一部金として受領いたします。上記金＊＊円を貴社に返送しないからといって、貴社の主張する賃料減額請求を容認したのではないことを念のため申し添えます。

３、後記物件全体の公租公課については、今年度において＊＊％増額しました。昭和＊＊年の賃貸借契約以来、月額賃料・金＊＊円は据え置きとなっており、この間における公租公課の増額は、貴社に賃貸している部分については、月額金＊＊円から金＊＊円になっておりますが、全て当社において負担しており、実質賃料は契約時より減額となっていることを申し添えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 敬具

物件の表示

所在　　　　東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

家屋番号　　＊＊番

種類　　　　店舗兼事務所

構造　　　　＊＊造＊＊＊＊建

床面積　　　１階＊＊平方メートル

　　　　　　２階＊＊平方メートル

のうち２階東側部分＊＊平方メートル
